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地地
制制
調調
がが
第第
２２
回回
総総
会会
をを
開開
催催

第
３１
次
地
方
制
度
調
査
会
（
会

長
�
畔
柳
信
雄
・
（
株
）
三
菱
東

京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
特
別
顧
問
）
の
第

２
回
総
会
が
３
月
２
日
、
全
国
都

市
会
館
で
開
催
さ
れ
、
佐
藤
祐
文

・
本
会
会
長
（
横
浜
市
議
会
議

長
）
が
委
員
と
し
て
出
席
し
た
。

会
議
で
は
、
二
之
湯
智
・
総
務

副
大
臣
の
挨
拶
の
後
、
「
今
後
の

審
議
事
項
に
つ
い
て
」
を
議
題
と

し
、
第
３１
次
地
方
制
度
調
査
会
の

審
議
項
目
を
決
定
し
た
。

同
調
査
会
の
諮
問
事
項
の
う
ち

「
人
口
減
少
社
会
に
的
確
に
対
応

す
る
三
大
都
市
圏
及
び
地
方
圏
の

地
方
行
政
体
制
の
あ
り
方
」
の
審

議
項
目
と
し
て
、
�
「
人
口
減
少

社
会
に
的
確
に
対
応
す
る
」
と
は

ど
の
よ
う
な
状
態
を
い
う
の
か
�

人
口
減
少
社
会
に
的
確
に
対
応
す

る
た
め
に
必
要
な
具
体
的
な
施
策

は
何
か
�
�
の
施
策
の
た
め
に
見

直
し
が
必
要
な
地
方
行
政
体
制
は

何
か
―
の
３
つ
の
大
き
な
項
目
を

設
け
た
。

ま
た
、
「
議
会
制
度
や
監
査
制

度
等
の
地
方
公
共
団
体
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
は
、

地
方
公
共
団
体
が
提
供
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
等
の
施
策
や
事
務
が
適

切
に
実
施
さ
れ
る
た
め
に
�
地
方

公
共
団
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い

て
、
議
会
、
監
査
委
員
、
長
、
住

民
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

か
（
▽
議
会
は
意
思
決
定
機
能
や

監
視
機
能
等
の
役
割
を
ど
の
よ
う

に
担
う
べ
き
か
。
議
会
が
住
民
の

代
表
と
し
て
適
切
に
役
割
を
果
た

す
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
▽

監
査
の
独
立
性
、
専
門
性
を
高
め
、

監
査
に
求
め
ら
れ
る
監
視
機
能
を

適
切
に
発
揮
す
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
は
何
か
▽
地
方
公
共
団
体
に

お
け
る
内
部
統
制
の
あ
り
方
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
―
等
）
�
議

会
、
監
査
委
員
、
長
、
住
民
の
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
踏
ま
え
、
地
方

公
共
団
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
全
体

と
し
て
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
あ
る

べ
き
か
―
の
２
つ
の
大
き
な
審
議

項
目
を
設
け
た
。

審
議
項
目
案
の
審
議
で
は
、
項

目
の
決
定
に
至
る
ま
で
に
、
委
員

で
あ
る
国
会
議
員
、
地
方
六
団
体

へ
の
意
見
聴
取
が
行
わ
れ
、
国
会

議
員
か
ら
は
「
今
後
、
専
門
小
委

員
会
に
お
い
て
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ

る
議
論
を
お
願
い
し
た
い
」
な
ど
、

地
方
六
団
体
か
ら
は
「
人
口
減
少

の
中
、
最
低
限
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
体
制
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
と
い
う
制
度
論
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
」
な
ど
の
発
言
が
あ
っ

た
。
佐
藤
会
長
か
ら
は
、
三
議
長

会
の
共
同
提
出
資
料
「
地
方
制
度

調
査
会
に
お
け
る
重
点
検
討
項
目

に
つ
い
て
」
（
２６
年
６
月
２
日
開

催
の
第
２
回
専
門
小
委
員
会
提
出

�
本
紙
１
９
０
８
号
５
面
参
照
、

今
回
再
度
提
出
）
を
説
明
し
た
ほ

か
、
「
本
会
で
は
、
議
会
の
あ
り

方
研
究
会
を
設
け
て
、
議
会
改
革

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
」
な
ど
の
発
言
を
し

た
（
発
言
要
旨
は
左
掲
）
。

※
佐
藤
会
長
発
言
要
旨

地
方
議
会
の
権
能
強
化
を
中
心

に
発
言
す
る
。

地
方
分
権
改
革
の
進
展
に
よ
り
、

二
元
代
表
制
の
下
、
執
行
機
関
に

対
す
る
監
視
機
能
や
政
策
決
定
、

政
策
提
言
な
ど
、
地
方
議
会
が
果

た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な

っ
て
い
る
。

今
後
も
、
住
民
の
負
託
に
応
え

る
と
と
も
に
、
議
会
機
能
の
充
実

強
化
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
す
る
必
要
が

あ
る
。

議
会
三
団
体
は
本
調
査
会
で
検

討
し
た
い
重
点
検
討
項
目
に
つ
い

て
２６
年
６
月
２
日
開
催
の
専
門
小

委
員
会
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
説
明
し
た

が
、
今
回
、
改
め
て
三
議
長
会
共

同
提
出
資
料
と
し
て
提
出
し
た
。

内
容
は
�
地
方
議
会
議
員
の
法

的
な
位
置
付
け
を
明
確
に
す
る
た

め
、
地
方
議
会
議
員
の
責
務
を
地

方
自
治
法
上
に
規
定
す
る
こ
と
に

つ
い
て
�
議
長
に
議
会
招
集
権
を

付
与
す
る
こ
と
に
つ
い
て
�
契
約

の
締
結
、
財
産
の
取
得
・
処
分
の

議
決
対
象
を
条
例
で
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
範
囲
に
つ
い
て
�
予
算

修
正
権
の
制
約
に
つ
い
て
�
決
算

不
認
定
の
場
合
の
首
長
の
対
応
措

置
に
つ
い
て
。

専
門
小
委
員
会
に
お
い
て
は
、

以
上
の
よ
う
な
地
方
議
会
に
関
わ

る
論
点
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に

議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
本
会
で
は
、
議
事
機
関

と
し
て
の
議
会
の
あ
り
方
、
さ
ら

に
は
議
会
が
抱
え
る
具
体
的
な
諸

課
題
に
対
し
理
論
上
・
実
務
上
の

観
点
か
ら
議
会
と
し
て
な
す
べ
き

方
策
を
調
査
・
検
討
す
る
た
め
、

学
識
経
験
者
等
を
構
成
員
と
す
る

議
会
の
あ
り
方
研
究
会
を
２５
年
６

月
に
設
置
し
、
�
住
民
の
負
託
を

受
け
た
代
表
機
関
と
し
て
の
議
会

の
あ
り
方
�
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
長
と
議
会
の
あ
り
方
�
政
策

形
成
・
監
視
機
能
の
充
実
及
び
強

化
�
議
会
活
動
の
あ
り
方
�
そ
の

他
―
と
し
て
報
酬
、
定
数
、
政
務

活
動
等
の
５
つ
に
分
類
し
、
検
討

を
進
め
て
い
る
。

そ
の
結
果
を
本
年
６
月
に
報
告

書
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
全
国
の

市
議
会
が
、
必
要
な
諸
改
革
に
取

り
組
み
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
求

め
る
市
議
会
の
役
割
を
十
分
果
た

せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

人
口
減
少
社
会
に
的
確
に
対
応

す
る
三
大
都
市
圏
及
び
地
方
圏
の

地
方
行
政
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

専
門
小
委
員
会
に
お
い
て
は
、

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
基
礎
自

治
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
多
角
的
に
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
特
別
自
治
市
な

ど
多
様
な
大
都
市
制
度
に
つ
い
て

も
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1934・5号３月２５日平成27年
（2015年）

発言する佐藤会長

挨拶する二之湯副大臣

（１） 平成２７年３月２５日 第１９３４・５号
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371団体
（40.0％）

333団体
（41.0％）

41団体
（87.2％）

119団体
（12.8％）

104団体
（12.8％）

10団体
（21.3％）

総
務
省
が
統
一
地
方
選

執
行
予
定
団
体
を
調
査

総
務
省
は
２
月
２７
日
、
「
平
成

２７
年
統
一
地
方
選
挙
執
行
予
定
団

体
に
関
す
る
調
」
（
２７
年
２
月
１

日
現
在
）
を
取
り
ま
と
め
た
。

調
査
結
果
と
し
て
、
都
道
府
県

・
市
区
・
町
村
別
の
議
員
・
長
別

の
統
一
地
方
選
挙
執
行
予
定
団
体

数
・
割
合
等
を
集
計
し
た
表
の
ほ

か
、
都
道
府
県
別
に
執
行
予
定
団

体
数
や
議
会
議
員
の
改
選
予
定
定

数
を
ま
と
め
た
表
な
ど
を
総
務
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p

�/
/
w

w
w
.s
o
u
m
u
.g
o
.j
p
/
m
a
i

n
_
c
o
n
t
e
n
t
/
0
0
0
3
4
4
9
0
7
.

p
d
f

）
で
公
表
し
て
い
る
。

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
都
道
府

県
・
市
区
・
町
村
を
合
わ
せ
た
全

１
７
８
８
団
体
の
う
ち
２７
年
の
統

一
地
方
選
挙
執
行
予
定
団
体
は
、

長
が
２
３
３
団
体
、
議
員
が
７
４

５
団
体
（
グ
ラ
フ
参
照
）
。
統
一

率
は
２７
・
３５
％
と
な
り
２３
年
の
２７

・
４０
％
か
ら
０
・
０５
％
下
が
り
、

本
紙
の
調
べ
で
は
過
去
最
低
と
な

っ
た
。
こ
の
う
ち
、
市
区
議
会
議

員
に
つ
い
て
は
、
８
１
３
市
区
議

会
の
う
ち
３
３
３
市
区
議
会
（
４１

・
０
％
）
が
執
行
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

な
お
、
市
区
議
会
議
員
の
内
訳

を
見
る
と
、
指
定
都
市
は
２０
市
中

１７
市
（
８５
・
０
％
）
、
指
定
都
市

以
外
の
市
は
７
７
０
市
中
２
９
５

市
（
３８
・
３
％
）
、
特
別
区
は
２３

区
中
２１
区
（
９１
・
３
％
）
が
執
行

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

地
方
六
団
体
地
方
分
権
改
革
推

進
本
部
は
、
提
案
募
集
方
式
へ
の

提
案
を
提
出
し
た
職
員
・
提
案
に

関
心
が
あ
る
職
員
な
ど
を
対
象
に

「
提
案
募
集
方
式
に
関
す
る
意
見

交
換
会
」
を
全
国
６
会
場
で
順
次

開
催
し
た
。
２
月
９
日
の
東
京
会

場
（
都
道
府
県
会
館
）
を
皮
切
り

に
、
同
２０
日
岡
山
、
同
２３
日
福
岡
、

同
２７
日
仙
台
、
３
月
５
日
大
阪
、

同
１０
日
名
古
屋
で
開
催
し
て
い
る
。

東
京
会
場
で
は
�
開
会
挨
拶
�

内
閣
府
地
方
分
権
改
革
推
進
室
次

長
挨
拶
�
平
成
２６
年
の
地
方
か
ら

の
提
案
等
に
関
す
る
対
応
方
針
等

に
つ
い
て
�
【
講
演
】
平
成
２６
年

度
提
案
募
集
方
式
で
の
提
案
の
課

題
に
つ
い
て
�
平
成
２６
年
度
提
案

募
集
方
式
の
提
案
の
概
要
と
今
後

の
提
案
に
向
け
た
課
題
の
説
明
�

参
加
者
に
よ
る
意
見
交
換
―
と
い

う
議
事
次
第
だ
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
�
で
は
、
満
田
誉

・
内
閣
府
地
方
分
権
改
革
推
進
室

次
長
か
ら
「
地
方
側
は
、
支
障
事

例
に
つ
い
て
、
き
ち
ん
と
し
た
説

明
、
制
度
の
徹
底
し
た
調
査
・
検

討
を
行
い
、
理
論
武
装
し
た
。
ま

た
、
提
案
募
集
検
討
専
門
部
会
に

お
い
て
有
識
者
に
よ
り
約
８５
時
間

の
審
議
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
が
大

き
な
力
と
な
っ
た
。
今
後
は
、
執

行
力
と
責
任
、
そ
れ
か
ら
住
民
の

方
に
良
い
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と

が
必
要
で
あ
る
」
旨
の
挨
拶
が
あ

っ
た
。

�
で
は
、
谷
史
郎
・
内
閣
府
地

方
分
権
改
革
推
進
室
参
事
官
か
ら

「
国
が
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
地
方

が
選
ぶ
地
方
分
権
を
目
指
し
、
提

案
募
集
が
実
施
さ
れ
た
（
提
案
募

集
方
式
の
導
入
に
つ
い
て
は
本
紙

１
９
０
３
・
４
号
４
面
参
照
）
。

専
門
部
会
に
お
い
て
、
有
識
者
と

国
の
審
議
官
・
局
長
な
ど
が
、
分

権
の
視
点
と
国
の
主
張
・
国
と
し

て
の
論
点
で
対
立
し
、
両
方
を
満

た
す
た
め
の
議
論
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
閣
僚
懇
談
会
に
お
い
て
、

石
破
茂
・
地
方
創
生
担
当
大
臣
か

ら
『
分
権
改
革
の
推
進
は
政
府
の

最
重
要
課
題
で
あ
る
地
方
創
生
に

不
可
欠
。
地
方
の
提
案
を
い
か
に

実
現
す
る
か
。
実
現
困
難
な
提
案

に
も
具
体
的
な
合
理
的
な
根
拠
・

理
由
を
示
す
必
要
が
あ
る
』
旨
の

発
言
な
ど
に
よ
り
、
２６
年
８
月
２４

日
時
点
で
実
現
と
さ
れ
た
件
数
は

９
件
だ
っ
た
（
本
紙
１
９
１
６
号

１
面
参
照
）
が
、
１
月
３０
日
の
時

点
で
３
４
１
件
（
６３
・
７
％
）
が

実
現
・
対
応
と
さ
れ
る
に
至
っ

た
」
な
ど
取
り
組
み
状
況
、
成
果

の
紹
介
を
含
め
て
対
応
方
針
等
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

�
で
は
、
	
橋
滋
・
提
案
募
集

検
討
専
門
部
会
長
（
一
橋
大
学
大

学
院
法
学
研
究
科
教
授
）
か
ら

「
今
回
の
取
り
組
み
の
特
色
と
し

て
▽
重
点
項
目
の
設
定
に
よ
り
長

時
間
の
検
討
が
可
能
と
な
り
、
国

と
地
方
の
一
致
点
を
多
く
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
た
▽
政
務
の
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
に
よ
り
顕
著
な
進
展
が

あ
っ
た
―
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
新

し
い
ニ
ー
ズ
の
発
掘
は
大
き
な
成

果
で
あ
る
。
問
題
の
所
在
が
明
確

で
は
な
い
提
案
、
反
対
意
見
が
出

た
提
案
な
ど
も
あ
っ
た
が
、
２７
年

度
以
降
、
積
極
的
な
提
案
を
希
望

す
る
。
事
前
相
談
等
を
通
じ
て
提

案
の
習
熟
度
を
事
務
局
と
と
も
に

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
ほ
か
、

来
年
度
か
ら
の
提
案
に
資
す
る
よ

う
、
成
果
の
あ
っ
た
事
例
、
課
題

の
残
っ
た
事
例
な
ど
実
際
の
事
例

を
用
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

�
で
は
、
実
際
に
提
案
を
提
出

し
た
数
市
か
ら
、
提
案
ま
で
の
流

れ
と
、
提
案
に
至
る
ま
で
の
困
難

な
点
や
反
省
点
、
次
回
提
案
に
向

け
て
の
抱
負
な
ど
が
語
ら
れ
た
ほ

か
、
質
疑
応
答
等
が
行
わ
れ
た
。

▽
南
あ
わ
じ
市
（
兵
庫
県
）

〒
６
５
６
―
０
４
９
２

兵
庫
県

南
あ
わ
じ
市
市
善
光
寺
２２
―
１

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
は
変

更
な
し

▽
延
岡
市
（
宮
崎
県
）

住
所
、
電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番

号
は
変
更
な
し

提
案
募
集
方
式
に
関
す
る
意
見
交
換
会
を
開
催

―
２７
年
度
提
案
に
資
す
る
よ
う

実
際
の
事
例
か
ら
成
果
・
課
題
を
説
明
―

議
員

長

都道府県（４７団体）

※統一率：２７．３５％＝〔９７８（統一地方選挙執行予定団体数）／１，７８８（団体数）×２〕×１００（％）
※総務省資料を基に本紙が作成

グラフ 統一地方選挙執行予定団体数
市区（８１３団体）

新新
庁庁
舎舎
落落
成成

町村（９２８団体）

第１９３４・５号 平成２７年３月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



トトピピッッ
ククスス

本
紙
で
は
、
２６
年
中
に
全
国
の

市
議
会
に
お
い
て
可
決
し
た
意
見

書
・
決
議
の
う
ち
、
本
会
に
報
告

の
あ
っ
た
件
数
に
つ
い
て
①
１
９

０
６
号
２
・
３
面
②
１
９
１
３
号

４
・
５
面
③
１
９
２
３
号
２
・
３

面
④
１
９
３
１
号
３
面
―
の
４
回

に
分
け
て
掲
載
し
て
き
た
。

今
号
で
は
、
２６
年
の
取
り
ま
と

め
と
し
て
、
２６
年
１
月
１
日
か
ら

１２
月
３１
日
ま
で
に
可
決
さ
れ
、
２７

年
３
月
５
日
ま
で
に
各
市
議
会
か

ら
任
意
に
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

意
見
書
・
決
議
ボ
ッ
ク
ス
に
入
力
、

ま
た
は
本
会
に
郵
送
さ
れ
た
も
の

を
再
度
集
計
し
な
お
し
、
件
数
が

多
い
順
に
掲
載
す
る
（
左
掲
）
。

な
お
、
平
成
１６
年
以
降
に
入
力

さ
れ
た
意
見
書
・
決
議
は
、
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ン
バ
ー
画
面

か
ら
検
索
し
、
閲
覧
で
き
る
。
た

だ
し
、
メ
ン
バ
ー
画
面
及
び
検
索

画
面
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｉ
Ｄ
と
パ

ス
ワ
ー
ド
が
必
要
と
な
る
。
Ｉ
Ｄ

は
、
２５
年
６
月
２８
日
付
け
「
（
全

議
Ｍ
１
第
１３
号
）
意
見
書
・
決
議
Ｂ

Ｏ
Ｘ
の
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
及
び
パ
ス

ワ
ー
ド
の
通
知
に
つ
い
て
」
で
各

市
議
会
事
務
局
に
通
知
し
て
い
る
。

※
入
力
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
本

会
旬
報
担
当
者
（
�
０
３
・
３

２
６
２
・
２
３
０
９
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議会決 議

○手話言語法の制定 ５１４ ―

○ウイルス性肝炎患者に対す ２９７ ―

る医療費助成の拡充、救済

策の実施

○義務教育費国庫負担金制度 １８６ ―

について（堅持、拡充、負

担割合の復元など）

○労働者保護、雇用の安定 １５２ ―

○軽度外傷性脳損傷に係る周 １３７ ―

知・適切な労災認定に向け

た取り組みの推進（労災認

定基準の改正含む）

○農業・農協改革について １２９ ―

（規制改革会議提言に慎重

対応、自己改革の尊重、准

組合員の利用制限を行わな

いこと、新たな中央会の農

協法上への位置づけなど）

○危険ドラッグ（脱法ハーブ） １２４ １

対策について

・危険ドラッグの根絶に向 １１４ ―

けた総合的な対策の強化

○米政策について（過剰米対 １１０ ―

策、消費拡大対策、経営安

定対策など）

○奨学金制度の充実 ９５ ―

○集団的自衛権について（行 ８９ ３

使容認反対、慎重審議、憲

法解釈変更に反対）

○地方財政の充実・強化 ９０ ―

○林業について ９０ ―

・林業・木材産業の成長産 ３２ ―

業化に向けた施策の充実

・強化

・山村振興法の延長 ２２ ―

○食の安全・安心の確立 ８１ ―

○地域包括ケアシステム構築 ７９ ―

のため地域の実情に応じた

支援

○産後ケア体制の支援強化 ７８ ―

○消費税の軽減・複数税率に ７６ ―

ついて

・軽減・複数税率の導入 ４２ ―

・軽減税率の制度設計と導 ３４ ―

入時期の明確化

○２０２０年東京オリンピック・ ７３ ２

パラリンピック競技大会に

ついて

・環境整備、地域における ６９ ―

取り組みへの支援

意見書件 名 決 議

○微小粒子状物質（ＰＭ２．５） ６５ ―

に係る総合的な対策の推進

○総合的、体系的若者雇用対 ６４ ―

策

○教育予算の拡充 ６３ ―

○女性が輝く社会の実現 ６０ ―

○ＴＰＰについて（衆参農林 ５８ １

水産委員会決議の遵守、国

民への情報開示など）

○中小企業の事業環境の改善 ５８ ―

○地域の中小企業振興策 ５６ ―

○少人数学級について（少人 ５５ ―

数学級の推進、４０人学級再

開検討に反対など）

○私学助成の拡充 ４６ １

○介護保険制度について（要 ４５ ―

支援者への介護予防給付の

継続ほか）

○アスベスト問題について ４０ ―

・アスベスト被害者の早期 ２４ ―

救済・解決

・大阪・泉南アスベスト国 １４ ―

家賠償請求訴訟の早期全

面解決

○介護従事者、障害福祉従事 ３８ ―

者等の処遇改善

○最低賃金の引き上げ ３７ ―

○国民健康保険について（国 ３６ ―

庫負担の引き上げほか）

○２７年度予算（介護・子ども） ３６ ―

の充実・強化

○看護師の勤務環境の改善・ ３５ ―

増員

○地震防災対策強化地域にお ３１ ―

ける地震対策緊急整備事業

に係る国の財政上の特別措

置に関する法律の延長

○災害時多目的船の導入 ２９ ―

○地方税財源の拡充 ２８ ―

○鳥獣の捕獲促進体制強化の ２８ ―

速やかな実施

○年金積立金の安全かつ確実 ２８ ―

な運用

○魅力ある地方都市の構築へ ２８ ―

向けた施策の推進

【小 計】 【３３６４】【 ８】
その他 １１４３ １７８

【総合計】 【４５０７】【１８６】

意見書件 名

２６年中

意
見
書
・
決
議
の
状
況

平成２６年の意見書・決議の議決状況

（３） 平成２７年３月２５日 第１９３４・５号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



政
府
主
催
に
よ
る
「
東
日
本
大

震
災
四
周
年
追
悼
式
」
が
３
月
１１

日
、
国
立
劇
場
で
実
施
さ
れ
、
佐

藤
祐
文
・
本
会
会
長
（
横
浜
市
議

会
議
長
）
が
参
列
し
た
。

追
悼
式
で
は
、
天
皇
皇
后
両
陛

下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
遺
族
の
方

々
を
は
じ
め
、
内
閣
総
理
大
臣
、
衆

議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
最
高

裁
判
所
長
官
な
ど
が
参
列
。
午
後

２
時
４６
分
か
ら
１
分
間
、
黙
と
う

を
さ
さ
げ
た
。

安
倍
総
理
の
式
辞
の
後
、
天
皇

陛
下
が
お
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
、
衆
参
両
院
議
長
、
最
高

裁
長
官
、
遺
族
代
表
が
追
悼
の
辞

を
述
べ
、
参
列
者
に
よ
る
献
花
が

行
わ
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
が
経

ち
ま
し
た
。
こ
こ
に
一
同
と
共
に

震
災
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
人
々

と
そ
の
遺
族
に
対
し
、
深
く
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。

４
年
前
の
今
日
、
東
日
本
を
襲

っ
た
巨
大
地
震
と
そ
れ
に
伴
う
津

波
に
よ
り
、
２
万
人
を
超
す
死
者
、

行
方
不
明
者
が
生
じ
ま
し
た
。
テ

レ
ビ
に
映
っ
た
津
波
の
映
像
は
決

し
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
、

本
当
に
恐
ろ
し
い
も
の
で
し
た
。

死
者
、
行
方
不
明
者
の
中
に
は
危

険
を
顧
み
ず
、
人
々
の
救
助
や
防

災
活
動
に
従
事
し
た
人
々
が
あ
っ

た
こ
と
が
今
も
痛
ま
し
く
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
被
災
地
で
、
ま
た
避

難
先
で
、
被
災
者
の
多
く
が
今
日

も
な
お
、
困
難
な
暮
ら
し
を
続
け

て
い
ま
す
。
特
に
年
々
高
齢
化
し

て
い
く
被
災
者
の
健
康
は
深
く
心

に
掛
か
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
震
災
に
よ
り
、

原
子
力
発
電
所
の
事
故
が
発
生
し
、

放
射
能
汚
染
地
域
の
立
入
り
が
制

限
さ
れ
て
い
る
た
め
、
多
く
の
人

々
が
住
み
慣
れ
た
地
域
か
ら
離
れ

る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

今
な
お
、
自
ら
の
家
に
帰
還
す
る

見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
人
々
が

多
い
こ
と
を
思
う
と
心
が
痛
み
ま

す
。こ

の
４
年
間
、
被
災
地
に
お
い

て
は
、
人
々
が
厳
し
い
状
況
の
中
、

お
互
い
の
絆
を
大
切
に
し
つ
つ
、

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
復
興

に
向
け
て
努
力
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
努
力
を
支

援
す
る
た
め
、
国
内
外
の
人
々
が

引
き
続
き
い
ろ
い
ろ
な
形
で
尽
力

し
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
地
場

産
業
の
発
展
、
防
災
施
設
の
整
備
、

安
全
な
居
住
地
域
の
造
成
な
ど
様

々
な
進
展
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

依
然
と
し
て
被
災
し
た
人
々
を
取

り
巻
く
状
況
は
厳
し
く
、
こ
れ
か

ら
も
国
民
皆
が
心
を
一
つ
に
し
て

寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
と

思
い
ま
す
。

こ
の
度
の
大
震
災
に
お
い
て
は
、

私
ど
も
は
災
害
に
関
し
、
日
頃
の

避
難
訓
練
と
津
波
防
災
教
育
が
い

か
に
大
切
か
を
学
び
ま
し
た
。
こ

う
し
た
教
訓
を
決
し
て
忘
れ
る
こ

と
な
く
子
孫
に
伝
え
、
よ
り
安
全

な
国
土
を
築
く
べ
く
努
力
を
続
け

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。こ

の
１４
日
か
ら
宮
城
県
仙
台
市

に
お
い
て
第
３
回
国
連
防
災
世
界

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の

会
議
に
お
い
て
、
我
が
国
の
み
な

ら
ず
世
界
各
国
に
お
い
て
も
こ
の

度
の
大
震
災
の
教
訓
が
分
か
ち
合

わ
れ
、
被
害
の
軽
減
や
人
々
の
安

全
性
の
確
保
に
意
義
あ
る
成
果
が

上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。被

災
地
に
１
日
も
早
く
安
ら
か

な
日
々
の
戻
る
こ
と
を
一
同
と
共

に
願
い
、
御
霊
へ
の
追
悼
の
言
葉

と
い
た
し
ま
す
。

【
出
典
�
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
表
記
も
こ
れ
に
従
っ
た
）
】

天天
皇皇
陛陛
下下
おお
ここ
とと
ばば

安安
倍倍
総総
理理
式式
辞辞

本
日
こ
こ
に
、
天
皇
皇
后
両
陛

下
の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
東
日
本
大

震
災
四
周
年
追
悼
式
を
挙
行
す
る

に
当
た
り
、
政
府
を
代
表
し
て
、

謹
ん
で
追
悼
の
言
葉
を
申
し
上
げ

ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
多
く
の
命
が

失
わ
れ
、
東
北
地
方
を
中
心
に
未

曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日

本
大
震
災
の
発
生
か
ら
、
四
年
の

歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。

愛
し
い
家
族
、
親
類
、
友
人
を

亡
く
さ
れ
た
方
々
の
お
気
持
ち
を

思
う
と
、
今
な
お
深
い
悲
し
み
が

胸
に
去
来
し
ま
す
。
こ
こ
に
改
め

て
、
衷
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
捧
げ

ま
す
。
ま
た
、
被
災
さ
れ
た
全
て

の
方
々
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

被
災
地
に
足
を
運
ぶ
度
、
復
興

の
槌
音
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
す
。
高
台
移
転
、
被

災
者
向
け
の
住
宅
の
事
業
は
着
実

に
前
進
し
、
復
興
は
新
た
な
段
階

に
移
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
今
な
お
、
原
発
事
故
の

た
め
に
住
み
慣
れ
た
土
地
に
戻
れ

な
い
方
々
を
は
じ
め
、
２３
万
人
の

方
が
厳
し
い
、
不
自
由
な
生
活
を

送
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
生
活

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
方
々
も
、
生

活
環
境
へ
の
適
応
な
ど
、
御
苦
労

は
絶
え
ま
せ
ん
。
健
康
・
生
活
支
援
、

心
の
ケ
ア
も
含
め
、
被
災
さ
れ
た

方
々
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
さ
ら

に
復
興
を
加
速
し
て
ま
い
り
ま
す
。

同
時
に
、
今
般
の
震
災
か
ら
得

ら
れ
た
貴
重
な
教
訓
を
決
し
て
無

に
し
な
い
、
と
の
決
意
で
、
我
が

国
全
土
に
わ
た
っ
て
災
害
に
強
い

強
靭
な
国
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
被
害
を
少
し
で
も
小
さ

く
す
る
た
め
、
常
に
最
新
の
英
知

を
取
り
入
れ
つ
つ
、
総
合
的
な
防

災
対
策
に
、
政
府
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
る
こ
と
を
、
改

め
て
、
こ
こ
に
固
く
お
誓
い
い
た

し
ま
す
。

震
災
の
発
生
以
来
、
地
元
の
方

々
、
関
係
機
関
の
大
変
な
御
努
力

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
復
興
、
復

旧
が
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、
日
本
各
地
の
み
な
ら
ず
、
本

日
こ
こ
に
御
列
席
の
世
界
各
国
・

各
地
域
の
皆
様
か
ら
も
、
多
く
の

温
か
い
支
援
の
手
が
差
し
伸
べ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
御
尽
力
に
対
し
、

心
よ
り
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

今
週
末
か
ら
、
仙
台
市
に
お
い

て
開
催
さ
れ
る
国
連
防
災
世
界
会

議
に
お
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
と
被
災
地
の
復
興
の
現
状

を
、
世
界
の
皆
様
に
向
け
て
発
信

い
た
し
ま
す
。
世
界
各
地
に
お
け

る
防
災
対
策
に
役
立
て
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
そ
し
て
、
今

後
、
我
が
国
の
知
見
と
技
術
を
生

か
し
、
防
災
分
野
に
お
け
る
国
際

貢
献
を
、
一
層
強
力
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

こ
の
大
地
震
に
よ
る
惨
禍
は
、

ま
さ
に
未
曾
有
の
国
難
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
先
人
た
ち
が
、
幾

多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
よ

う
に
、
明
日
を
生
き
る
世
代
の
た

め
に
、
私
た
ち
が
共
に
立
ち
向
か

っ
て
い
く
こ
と
を
改
め
て
お
誓
い

い
た
し
ま
す
。

御
霊
の
永
遠
に
安
ら
か
な
ら
ん

こ
と
を
改
め
て
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
御
遺
族
の
皆
様

の
御
平
安
を
心
か
ら
祈
念
し
、
私

の
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
２７
年
３
月
１１
日

内
閣
総
理
大
臣
・
安
倍
晋
三

【
出
典
�
首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
表
記
も
こ
れ
に
従
っ
た
）
】

東
日
本
大
震
災
四
周
年
追
悼
式

式辞を述べる安倍総理
【出典＝首相官邸ホームページ】
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